
り ん ど の 地 域 別 品 頼 組 み 合 わ せ

く日拭果田部 )

1 , 背 景 とね らい

りんご較培面 f A の増加に伴い、地域によっては晩生種果実の積害、あるいは果実肥大の運
れなどがみ ら

れ、一方では一品極えの載培依存度が高まつていることから、労働力の面で適期作業
、収はなどができず

果実の品質低下をまねいている事例もみられている。

また、近年 く生産意向の時代 ) か ら ( マ
ーケツテ イング志向の時代) に 移行 しつつある現況から、これ

らをも加球 した地域 l l l 品極組み合わせを検討 したので、指導上の参考事項に供す る。

2 . 披 市内害

りんごの地域別品種組み合わせ

気象型 該当地帯 地 域 型

品ほ組み合わせ比率 ( % )
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生育期の温量は高く

安定 している. ま た秋

冷はやや運い。
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1 .  l h a での構成比率が 1 品観で 2 0 1 合では、 1 日 の投下労力は 2 人位で良いが、 3 0 】前後と高い比率で

は 3 入以上を必要とする。

この場合の条件は次による。

( 1 ) 密 色操作  1 人 ′1 0 a  く工林を除 く)

( 2 ) 生 産量  つ がる 3 . 5 t / 1 0 a   千秋 3 . 0   デ ガ] Ⅲ
…おド 4 , 0   ふ じ 3 . 5   五 林  3 . 5

く3 ) 収 ほ期  4 5 0 k 3 / 1 日 1 人当 り

( 4 ) 1 品 組の収転過R 用巾は 1 0 日- 1 5 日 間 とした。

3 . 指 導上の留意事項

1 ) つ がる、千秋、ジ ョナゴール ド、などは、収転後の果肉硬度の低下が著しく、販売期間も短いので、

通期収憾、即売につとめる.

2 ) 千 秋、ジ ョナゴール ド、北斗など中生種の割合が高い場合は、適朋収転が日舜となるので、雇用労
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力を確保する。
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各 !せ城 の気 数 と リンゴの生回

気 象 型 ! 也域

〔観iRt!と 〕

0℃ 上 の 槙 算気栂 ℃ ‐2での 尭 現 日 開 花 姓 〔ふ じ 〕 果実 肥大 〔5 9年横径 〕

5月 6月 0月 11月 平 年 最 早 日

最 晩 日

平 年 最早 日

最晩 日

シ
｀
ョナコ
S‐
ルト
｀
ふ  じ

1 . 軽 米 4 1150 10。28 5.13 5。 1

5 . 2 6

8,32± 0.55 3.02と 0。37

遠 野 216 1239 1 1 .  1 1 0 。1 6

1 1 . 1 0

5 . 1 3 5.  4

5。2 4

9,34± 0.56 3.45主 0,35

二 戸 215 7 1300 1 1 . 4 1 0 。1 3

1 1 . 1 8

5。 9 4 . 3 0

5 . 2 2

8.37=0,44 8,32と 0.49

1 1 , 久憲 : イ王市

山形 . 大野

1147 11.14 1 0。2 6

1 1 . 2 4

5.20 5.  8

6.  4

大 野

8, 9 9± 0。39

大 野

7 , 7 3 ±0。3 7

宮 古 1300 11,24 1 1 . 1 2

1 2 . 1 3

5.  8 5 .  4

5。3 0

l l l . 繁渡 ;

大迫

218 1300 5. 9 5 。 2

5.21

千ほ :

大 策

225 1383 11. 9 10.20

11.20

大 束

5 . 1 0

5,  2

5 . 1 9

大 束

9 . 2 1 主0 . 5 3

大東

8.98± 0.52

盛 l W  i 235 4 1408 11,12 1 0。2 7

1 1 . 2 0

5,11 5。  2

5 。2 1

飯 田

9 , 0 6 ±0 . 5 4

飯田

. 2 9■0。3 9

: 工刺 ;

花 巻

北 上

水択

一 開

248 5 1175

北 上

1 1 . 1 7

l E 泉

1 1 . 2 0

1 1 .  1

12. 7

1 1 . 1 6

1 1 . 2 9

水沢

5.  G

北 上

5 .  7

花 巻

5。  9

4 . 2 7

5 . 1 9

4 . 2 7

5 . 1 8

5,  1

5 . 1 9

江家J

. 4 3 主0

北 上

. 9 1 と9

- 開

. 6 . 3 主0

9

8

9

i 工刺

8.94± 0。47

北 上

3 . 7 9 ±0 , 3 5

- 聞

3 . 4 0 と0 . 4 2

大 ' n 渡;

陸 前 高 田

1428 11.28 1 1 . 1 0

1 2 . 1 7

5. 5 高 田

8 , 4 5 ±0 。4 6
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